
 

 
  少子高齢化や核家族化の進行、地域のつながりの希薄化など地域社会を取り巻く

環境の変化に伴う、制度の狭間や複合化多様化した相談に対応するために、「福祉

まるごと相談窓口」を設置したところですが、こうした相談には、これまでの制度

やサービスでは支援が困難な事案も多く、新たなつながりや新たな支援の創出が求

められています。また、人口減少社会においては、支援の担い手不足や支援拠点の

不足といったことも課題となっております。 

 

  こうした状況に対応するためには、制度分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受

け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として地

域づくりに参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「まるごと」つなが

ることで、住民の暮らしを支える必要があります。 

 

我が事・まるごとの地域づくりを進めるきっかけづくりとして、１５の日常生

活圏域ごとに、地域包括支援センター、松戸市 NPO 協議会、聖徳大学、高齢者

支援課と地域の皆様で実行委員会を組織し、それぞれの視点で地域の強みを考え、

共有し、地域を知る企画を考え、「地域づくりフォーラム」を開催します。 

「地域づくりフォーラム」を通じて、地域住民が、自分の住む地域の課題を認

識し、自分たちで解決する意識を醸成するとともに、地域の課題を持ち寄り、地

域の資源を持ち寄り、個々人の持つ力を持ち寄り、「地域ケア会議」に結集してい

く仕組みづくりを推進していきます。 

 

この事業は、厚生労働省のモデル事業であり、全国１５１の先進市町村で様々

に展開されておりますが、他自治体においては、特定の地区をモデル地区として

実施され、本市のような大都市で全市的に取り組んでいる自治体はないため、国

からも大変注目されています。 

 

こうした福祉や介護分野からすべての人に出番と居場所のある地域づくりを進

めることは、担い手の確保や地域資源の活用、産業の活性化にもつながる、とい

った効果が期待できると考えます。また、コーディネートする人材の育成や、庁

内の地域共生への意識を高め連携強化を図り、全庁的に取り組むことが必要であ

り、今後の課題であると考えております。 
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平成３０年度の取り組み  

● 5/15  支援者研修会「地域共生社会を考える 我が事・まるごと まつど DE 

トーク」 

講師：厚生労働省 政策企画官 野崎 伸一氏 

● 7/20  地域ケア会議研修会「すべての人に出番と居場所のある地域づくり」 

     講師：法政大学教授 湯浅 誠氏 

● 10/12 福祉長寿部部内研修「地域共生社会を考える」 

     講師：慶應義塾大学大学院教授 堀田 聡子氏 

（今後の予定） 

● 3/27  「地域づくりフォーラム エンディングトークセッション」 

     ゲストスピーカー：湯浅 誠氏 

     商工会議所大会議室 13：30～16：00  

 

 

 

   

 

 
【問い合わせ先】福祉長寿部高齢者支援課  

 ☎０４７－３６６－７３４６ 
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